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まちを歩く 
人権のかおりを求めて 

まちを歩く まちを歩く まちを歩く 
をかむら橋跡～ハンセン病治療薬と岡村平兵衛～ 第20回 

人権尊重社会を実現するためには、さまざまな偏見や差別を受けている人の状況・気持ちを「想像」することと、豊かな人権
文化を「創造」することが必要です。この情報誌がこれらの「そうぞう」につながるように－－そんな思いが込められています。 
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堺市堺区 

　南海電鉄高野線堺東駅から北西に歩くと、阪神高速道路の高架が

見える。その下の国道の歩道ぞいに「をかむらは志」と刻まれた石

柱が立っている。かつてここにかかっていた橋の欄干である。このあ

たりに「大風子油」で有名になった岡村平兵衛（19世）が住んでいた。 

大風子油はハンセン病の治療薬で、戦後にプロミンができるまで、

この大風子油が使われていた。その中でも特に「泉州堺岡村平兵衛の

大風子油」が有名であったという。 

　中世から自治都市として栄えた堺は、近世には港からの濠がめぐら

されて、多くの船が行き交うなど外国貿易でも重要な町であった。さ

まざまな商人が店を構え、その製品を船によって広く販売して交易を行っ

た。このあたりは、堺の町の最も外側の濠で、後は土居川となった。

今は埋めたてられて国道などになっているが、極楽橋などの石橋が、

今も公園内に残されている。 

岡村平兵衛の家は代々油屋であったが、近代に入った1888（明治

21）年、平兵衛が偶然に堺の

浜辺で知りあったハンセン病患

者を連れて帰った。その後14年

もの間、ハンセン病患者が次々

と平兵衛の家に同居した。堺は、

キリシタン大名の小西行長がハン

セン病治療をする病院を建てた

ことなどもあり、ハンセン病患

者がいたという。 

平兵衛は、大風子油がハンセン

病に効くということを知ると、

大風子を取り寄せて、そこから

大風子油を製造し、同居してい

た患者に服用してみた。すると

これがよく効いたので、岡村の大風子油として知られるようになった。

岡村の「大風子油」を使った人は千人を超えるといわれ、それに対

して岡村は報酬を期待しなかったという。内務省衛生試験所が大風子

油をつくるまで、岡村の大風子油が広く使われ、日本薬局方の標準油

にもなった。 

大風子油の袋には、「世の人はハンセン病を天刑病と言うが、決して

そうではなく、真に反する」「神はおおいにこの病をあわれみ給うも

のである」との意味の文があったという。ハンセン病への偏見にくみ

しない、強くそして暖かい心がうかがえる。 

岡村平兵衛は、1934（昭和9）年、83歳で世を去った。死後2年

がたって、妻小照とともにふたりの写真が初めてハンセン病療養所

の長島愛生園を訪ねたのであった。 
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9
シリーズ 
人権尊重スキルを磨く「会議のファシリテーション講座」④ 

ちょんせいこさん（人まちファシリテーション工房） 

11 大阪同和・人権問題企業連絡会結成30周年 
お知らせ  

6

7
N P O・草の根活動  
日本語ボランティア「パステル」（大東市） 
いきいき歌体操グループ（八尾市） 

8
人権相談の現場から  
性的マイノリティに関する相談 

10
大阪府では… 
宅地建物取引業人権推進指導員制度 
人権学習シリーズvol.5

12

まちを歩く【第20回】 
をかむら橋跡（堺市） 
人権啓発詩  
「一つのおにぎり」「心の壁」 

2

特集  

性の多様性を考える 

4
人権随想  
性の多様性と人権問題 

東優子さん（大阪府立大学 人間社会学部） 

暮石一浩さん（G－FRONT関西）／AKIYOSHIさん（関西レインボーパレード実行委員会） 
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向陽町 
泉陽高校 

熊野小 

殿馬場中 土居川公園 
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三国丘高 

反正天皇陵 

このひと  
ボランティアを原点に、支え合いの高齢者ネットワークを広げる 
高畑敬一さん（特定非営利活動法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ） 


